
令和元年度 第 4 回理事会議事録 

 

◇日時：令和 2年 3月 14日(日)10：00～ 

◇場所：仙台市医師会館 2階ホール 

 

上記日程で理事会を開催予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため理事会の集合会

議を自粛し、メール審議とした。 

メールにて資料配信、質疑・検討、意見交換を行い、決議案を作成した。決議案をメール配信し、

電磁的記録による方法を用いて、全理事・監事の承認を受けて理事会決議とした。 

 

◇審議・決議参加者：藤巻、大栁、渡辺、鈴木（里）、佐藤、高橋、小堺、菅原、阿部、播磨、髙

﨑、今野、及川、小野寺、鈴木（宏）、金沢、武田各理事、大森監事、丸勢監事 

◇議 長：藤巻 慎一 

◇書 記：鈴木 里香 

  

1. 前回議事録の確認 

議事録案を確認し、全会一致で承認された。 

 

2. 理事行動 

2月 21 日（金）令和元年度第１回北日本支部幹事会（盛岡）：渡辺 

ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング 

以上の理事行動について報告された。 

 

3. 審議事項 

【会長】藤巻慎一 

（一社）北海道臨床衛生検査技師会より台風 19 号の被害に対する義援金（50 万円）をいただい

た。義援金は被害の大きかった会員施設「丸森町国民健康保険丸森病院」と「医療法人財団本多友

愛会仙南中央病院」に贈ることの審議を願いたい（希望の物品を贈呈することで三役検討・了承済

み） 

→全会一致で承認 

 

【事務局】鈴木里香 

総会委任状に押印は不要ではないかとの意見が寄せられていることから、会員が署名する際の押

印の必要性について検討。 

→現状のまま記名押印する案、直筆署名とし押印不要とする案を検討し、『署名のみ（押印不

要）』と決定した。 

 

【総務部】高橋拓史 

総会議案書の修正等について検討。 

→各部門の原案に藤巻会長の指摘部位の修正を行い、今後も継続検討することとなった。 

 

【学術部】小堺利恵 

学術規約について、前回提出した規約から文言修正等を行った箇所の確認。2020 年 7 月頃を使用

開始としたい。尚、企業共催や協賛については来年度見直し予定。 



→修正箇所を確認し、承認した。 

 

 

【精度管理部】播磨晋太郎 

新型コロナウィルス感染拡大防止のために延期した精度管理報告会について検討 

Ａ案（中止）：精度管理報告書をもって精度管理報告会に代える（質問・意見等はメールで期

日を決めて募集。HP上に回答掲載）。部門ごと（必要な部門）に精度管理報告を含めた学術研

修会並びにフォローアップ研修会開催を検討する 

Ｂ案（延期）：6/6に報告会を開催する（会場の確保、委員の任期を考慮し定時総会と同日開

催） 

Ｃ案（延期）：報告会を開催する（総会とは別日に単独開催）ただし、会場の確保ができれば 

Ｄ案：その他 

→６月の総会前に開催できるのであれば 5月に開催する。状況に応じて、延ばして 6月の総会時

に開催の案や他と合わせるなどの意見があったが、今回は状況を鑑み、精度管理報告会は中止と

決定した。来期の主催研修会の中で部門ごとに精度管理報告やフォローアップに対応する。ま

た、日臨技精度保証施設認証申請に必要な精度管理に関連する研修会・セミナー参加証明書につ

いて、発行を検討する（会員施設からの問い合わせには精度管理担当理事が対応）。 

 

【会計部】今野かおり 

会計監査の日程を 4月上旬（第 3週当たり） 

→総会議案書の原稿締め切りを考慮し、4/10（金）とする 

 

事務所インターネット環境整備について 

→事務所マンションの設備上、光回線にできないため、配線工事不要のソフトバンク air とする

ことに決定。他社も検討の意見があり、次年度に詳細調査し契約する。また、今後、時機を見て見

直しを図る。 

 

 

4. 報告事項  

【会長】藤巻慎一 

（一社）北海道臨床衛生検査技師会より台風 19号の被害に対する義援金（50 万円）をいただ

き、お礼状を送付した 

 

【副会長】渡辺さち子 

 北日本支部医学検査学会(第 8 回)報告：令和元年 10 月 5 日(土)・6 日(日)、担当山形県、

参加者 854名、一般演題 104題 

 令和 2年度北日本支部学術活動、研修会について：4月日本医学検査学会(仙台市)、6月臨

床一般部門(仙台市)、病理細胞部門(秋田県仙北市)、8月輸血細胞治療部門(秋田市)、9月

生物化学免疫部門(青森県)、10月北日本支部医学検査学会(盛岡市)、臨床血液部門(山形県)、

12 月臨床検査総合部門(福島市) 

 北日本支部医学検査学会(第 9 回)について：令和 2 年 10 月 17 日(土)・18 日(日)、担当岩

手県、メインテーマ『融和と協調』 

 北日本支部医学検査学会の順番について：2020 年から岩手、北海道、福島、宮城、新潟、秋

田、青森、山形の順 

 第 69 回日本医学検査学会について：コロナウイルスの状況を見ながら 3月初めぐらいまで

に日臨技が開催するか決定する。一般演題登録数 745 題 

 日臨技理事推薦について：組織強化のため各県から 1名ずつ理事を任命 

 『2020・2021年度学術部名簿』（2020年 3月 5日時点）の提示：一般検査部門部門長は、現



部門員の意見を聞き、また今までの活動状態などを鑑みて学術部担当副会長・理事で検討し、

東北大学病院金沢聖美会員に決定した。 

 
【事務局】鈴木里香 

1. 事務所の廃棄物について 

 個人情報保護法に抵触しない紙類・備品 → 仙台市内廃品回収業者に依頼し処分済み 

 個人情報記載ありの紙類 → 4月以降に大塚商会の宅配処理を利用（会計処理と事務員勤務

都合により新年度の実施とする） 

 PC → 3台は HDを外して、仙台市の回収処分に持ち込み廃棄。その他も処分する（HD外せ

ないものを 

2.COVID-19 に関する周知事項を HP掲載・一斉メール送信 

 

【学術部】小堺利恵 

（前回決定事項の進捗報告） 

 開催まで諸問題発生していた一般検査部門の研修会が 2020年 2月 9日に開催された。59名の

会員参加であった。無事に終了することができた。 

 

（今回報告事項） 

 2020-2021年度 学術部門員名簿（2020年 3月 5日時点） 

部門員が少ない部門は新旧部門長と協議し検討予定。 

 

 宮臨技研修会、共催（企業含む）企画開催履歴（2020 年 2月 1日以降） 

※下線は宮臨技共催、参加者数は会員のみ 

企業協賛研修会は太字記載 

 

2020 年 2月 1 日 第 9回東北 CVTの会 60名 

2020年 2月 8日 遺伝子・染色体/病理・細胞診部門合同研修会 26名 

2020 年 2月 8 日 輸血検査部門研修会 50名 

2020 年 2月 8 日 第 8回 宮城県検査から診断・治療を考える会 12名 

2020 年 2月 8 日 第 25回東北感染症研究会 11名 

2020 年 2月 9 日 一般検査部門研修会 59名 

2020 年 2月 15日 病理細胞診部門研修会 23名 

2020 年 2月 29日 生理検査部門研修会 延期 

2020 年 2月 29日 日本消化器がん検診学会東北支部超音波研修委員会 中止 

2020 年 3月 14日 精度管理報告会 延期 

2020年 3月 14 日 精度管理研修会 延期？中止？ 

 

 宮臨技研修会、共催（企業含む）企画開催予定（2020 年 1月 28日以降） 

※承認済の研修会、下線は宮臨技共催 

 企業協賛研修会は太字記載 

 

2020 年度は現在予定なし。 
 

 

【精度管理部】播磨晋太郎 

３月 4日 精度管理報告書郵送 

 

 



【会計部】今野かおり 

鈴木税理士に確認を頂いた予算案を提示した。 

 

 

大栁副会長、公益事業部、広報部は今回、報告・審議事項無し 

 

 

会員数 1073名（3/23現在） 

 

 

令和 2年 3月 27日 

 

一般社団法人 宮城県臨床検査技師会 

 

会長：藤巻 慎一 

 

監事：大森 智子 

 

監事：丸勢 共子 

 

 

 


